「大学生期における消費者教育推進事業」
事業者選定委員会　議事要旨
１　日程
（１）第１回事業者選定委員会　平成２９年４月５日（水）、６日（木）、７日（金）
　　　　・公募要領及び仕様書の決定

（２）第２回事業者選定委員会　平成２９年６月７日（水）
　　　　・書類審査及びプレゼンテーション審査
２　審査方法
定められた審査基準（公募要領に記載）に基づき、３名の選定委員会委員が書類審査及びプレゼンテーション審査を行った上で、１００点満点で総合評価を行った。
３　審査対象者（応募者）
　　　・大学生期における消費者教育推進事業共同企業体
（代表構成員：有限会社 ダブル・ワークス、構成員：産学協働人材育成機構ＡＩＣＥ）

　　　　
４　議事概要
（１）第１回事業者選定委員会

　　　・公募要領内容、仕様書内容について審議し、公募要領及び仕様書のとおり決定した。
（２）第２回事業者選定委員会

①提案内容について、提案者によるプレゼンテーションを実施し、その後、選定委員から質疑応答を実施した。
　　　【主な質問の内容】

　　　　・交流会の発展の具体的内容について
・有償ボランティア活動について
　　　　・１期生によるサポートについて
　　　　・レベルアップ講座について
　　　　・誤りのない情報発信のためのサポート体制について

　　　　・学生リーダー会の活動目標について
②書類審査及びプレゼンテーション審査の結果を踏まえて、各選定委員が総合評価を行い、
集計したところ、下記のとおり、一定の評価点数を獲得し、事業遂行能力等にも問題がないため、大学生期における消費者教育推進事業共同企業体を契約交渉の相手方に決定する。

提案者の評価点
	総合評価点

（１００点満点）
	企画提案部分
	価格提案部分
	提案金額

	８７点
	７７点
	１０点
	３，１４７，１６８円


　　　　※評価点は、三委員の得点を委員数３で除した点数
【最優秀提案事業者の選定理由】
　　仕様書で要求している提案内容を網羅しており、優れた提案であった。
　　大学生間ネットワークをどう拡大していくのかという点や、消費者教育学生リーダー会（以下「リーダー会」という。）の組織化について、イメージにとどまっているものの、リーダー会の活動の継続性を意識しており、また、講座を複数年度にまたがることを想定して企画している点や企業との交流会の今後の方向性なども意識されており、事業趣旨である消費者市民としての活動能力形成に寄与する事業効果が高いと考えられ、総合的に判断した結果、最優秀提案事業者としたもの。
　　
５　選定委員会委員（50音順　敬称略）
	氏　　名
	選　任　理　由

	梅田 純平

（社会福祉法人大阪ボランティア協会ボランティアコーディネーター）
	ボランティア活動を支える原理や理念に関する専門的知識を有しており、大学生に対する支援策が適切かつ有効なものになっているかを審査

	白﨑 識隆

（シリウス法律事務所　弁護士）
	法律の専門家として、手続き等の公正性・公平性を高めるとともに、消費者問題に関する法律の理解と消費者保護の観点から審査

	鈴木 真由子

（大阪教育大学教育学部教授）
	消費者教育・啓発に関する専門的かつ高度な知識を有しており、消費者市民社会の意義に関する知識と理解の観点から、大学生に対する消費者教育・啓発として適正・効果性等を審査


